
 

令和７年度学校評価報告書 

 

 

１ 本年度の重点目標 

(1) 主体的な学びによる学力向上と連絡実現 

(2) 人間性・社会性（３つのスキルとチャレンジモアスピリット）の育む教育の充実 

(3) 地域との協働 

 

２ 自己評価結果・学校関係者評価結果の概要と今後の改善方策 

評価項目 自己評価の結果 学校関係者評価の結果 

学習指導  ICT を活用した深い学びが実践できてい

るが、準備の効率化や授業内容の工夫および

精査することも必要である。 

 学校の取組を高く評価している。今後もき

め細やかな指導の充実を期待する。 

改善方策  生徒の理解度をより高めるために、日常的な授業改善に取り組む。また、今以上に教科横

断的授業を発展させること、さらに生徒個々の進路実現に向け、教員の指導力向上に係る自

己研鑽および校内外研修を実施する。 

生徒指導  「自立した 18 歳」の育成として、地域貢

献活動を行い、主体的に取り組む意識が向上

した。教育相談の充実、いじめのない学校作

りを目指した取組の継続は今後も必要であ

る。 

 社会的責任、権利義務の指導や外部講師を

活用した人権教育などを継続している。今後

も地域の関係機関と連携した生徒指導を継

続してほしい。 

改善方策  地域社会に参画する活動を継続し、主体的に行動できるための自律性、社会性を身につけ

させる。各生徒に応じた支援や指導により生徒理解を深め、心の醸成を図る。 

進路指導  地域連携による探究活動の内容は年々向

上している。年次ごとの進路指導の充実が   

生徒個々の進路実現につながった。 

 国公立大学合格・進学における継続した進

路実績や基礎学力の向上に係る個別指導の

取り組みを評価。 

改善方策  進路実現のために、個々の希望に応じた取組の継続と地域の教育施設活用などと連携を図

り、効果的な進路支援を充実させる。 

健康安全  交通安全、一日防災学校、防犯教室等、体

験的で実践的な指導により、安全意識が向上

した。日常的な健康指導により規則正しい生

活習慣確立につながった。 

 生徒の様子から、健康・安全面に対して丁

寧に指導している。特に防犯･防災教育等は

外部機関と連携しているのがよくわかる。今

後も生徒の意識向上に努めてほしい 

改善方策  面談、各検査により、生徒の状況等を把握しながら、適切な生徒支援を図る。 

信頼される

学校づくり 

 本校の特色ある教育活動が地域に認知さ

れている結果、地元中学校からの入学率と市

外（道外）からの入学者が安定してきている。 

 ここ数年の市外からの入学者数と地元中

学校からの進学率の高さを高く評価する。次

年度以降も地学協働の取り組みを進めるこ

とを期待する。 

改善方策  継続した情報発信を行い、より一層、地域と連携した取組体制の充実を図る。 

公表方法 本校のホームページに掲載し公表する。 

 


